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１.はじめに 
 河川においては、これまで構造物にその流域で形

成される石材が使われてきたことにより、その地域の

風土が反映された固有の景観が形成されてきた。本論

文では、河川の風土的景観、特にその景観の構成要素

となる石造構造物について考察していく。風土的景観

とは、その地域の石材や技術を用いて形成された景観

と定義する。 
そして、近年、河川整備において、石材が多く用い

られるようになっている。それは、多自然型川づくり

にみられるように、生態学的に生物が生息できるよう

な素材として用いられる場合と、他方で、景観材料と

しての利用である。そして後者については、自然素材

としての評価とともに、また地域の風土との連続性を

もたせるためのものである。 
 しかし、そうした石材の利用方法において問題点も

少なくない。それは、石材面と、工法面と双方である。

石材については、石材の選定において現場の風土と無

関係に選ばれていることがある。外国材や地場石材の 
色彩と異なるものなどである。他方で、工法について

は、構造的に強度を持たせるような工法ではないもの

が増え、これまでの石積みから見ると違和感のあるも

のができてきている。 
それゆえに、昨年、構造的な工法がとられていた伝

統的な石積み技術を再検討する動きが始まった１）。こ

の問題は、石材と工法に双方に関わるもので石材を構

造材として用いずに、仕上げ材として利用されること

と関係している。このように、景観デザインの視点か

ら見ても問題は少なくない。ところが、これまで河川

景観デザインの視点から石積み構造物の分析を行っ

た研究は少ない。風土的景観における石造構造物に関

する研究２）や、土木史において中小河川の特定区間

における風土的景観としての石造構造物に関する研 
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究３）はあるが、一級河川本流全体において、研究さ 
れたものはない。そこで、本論では、河川構造物にお

ける石材の使われ方の実態を明らかにする。現状とし

ていかなる石造構造物があり、そして、それらにおい

ていかなる石材が用いられているかを明らかにして

いく。そのことで、今後の河川景観のデザインにおけ

る課題を示していきたい。事例としては、吉野川の本

流として、その本流内に形成されているすべての石造

構造物の実態を明らかにするとともに、それらの風土

的考察として使用された地場石材との関係、そして、

その工法の特徴を明らかにした。 
 
２.吉野川本流における石造構造物の工法の分類  
 吉野川本流の石造構造物を工法別に分類すると、表

-1 に示す 9 種類の工法が存在していることが明らか

となった。 

表-1．工法 

谷積み 谷積み崩し 切石谷積み

布積み崩し 乱積み 鉄網蛇篭

蛇篭 捨石 コンクリート張石 
工法については、谷積みは、一般に石を下石の谷に落

としていく積み方で、布積みでは、一直線に横目地が

入るのに対し、これは横目地が通らない工法で落とし

積みとも呼ばれる。谷積み崩しは，谷積みの経年変化

によるものと推測できる。切石谷積みは長方形に加工

した石を谷積みと同様に積んだものである。乱積みは、 

山間部でよく見られる工法で、乱石、雑石を組み合わ

せて積んだものである。蛇篭は割石等を篭に詰めたも
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のであり、捨石は石材を敷き詰めたものである。ここ

で、コンクリート張石は、コンクリート構造物の表面

に石を張り付けたものとしている。 

 
３.各構造物における工法の事例数 

 堰においては、谷積みよりも比較的強いとされてい

る乱積みによる工法が突出して多いことが見てとれ

る。また、護岸については、一般的によく用いられる

工法の谷積み、また、谷積み崩し、切石谷積みが使わ

れている。 
表-2. 各構造物における工法の事例数 
 
 
 
 
 
 
 
４．水制・水刎，護岸の工法における分布 

 ここでは、水刎・水制、護岸において、工法につい

ては、どのような分布が見られるのかを整理する。図

-2 を見ると、全体的に谷積み、乱積み、捨石の工法

が採られている箇所が多く見られる。また、この 3 

つの工法は流域全体において最も使用頻度の高い工

法であることがわかる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-1 各構造物の工法による分布 

５．おわりに 
今回の調査では、文献・既存のデータからは得られ

ない吉野川における石造構造物の工法を把握するこ

とができた。伝統技術は放置されているのが現状であ

る。また、課題としては、石造構造物の設置・補修の

年代や、力学的見地から、石造構造物と水圧との相関

関係を調べることも 1 つの課題であると考える。 
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